































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































sphenoid bone sphenoid bone  
carpus or wrist bones carpus or wrist bones  
phalanges or finger bones phalanges or finger bones  
malar or cheek bone malar or cheek bone  
sockets or alveoli the sockets of the teeth  
metacarpal or hand bones metacarpal or hand bones  
bones of the face bones of the face  
sweet-bread sweet-bread  
humerus or arm bone humerus or arm bone  
 
astragalus or the heel bone 
Astragalus or the heel bone  
 
metatarsal or foot bones 
metatarsal or foot bones  
the symphisis pubis  the symphisis pubis  
表６
る
。
５
「
英
華
字
典
」
に
お
け
る
「
眼
球
」
5.1
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
『
英
華
字
典
』
に
お
け
る
「
眼
球
」
の
出
自
舒
志
田
（
二
〇
〇
四
）
の
論
文
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
全
体
新
論
』
は
い
わ
ゆ
る
ホ
ブ
ソ
ン
の
元
種
医
学
書
の
う
ち
で
、
最
初
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
別
に
彼
は
『
医
学
英
華
字
釈
』
（M
edicalV
ocabulary
in
English
and
Chinese.p.75,Shanghae
M
ission
Press,1858.
）
と
い
う
医
学
用
語
集
を
も
著
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
敢
え
て
こ
の
辞
書
を
対
象
と
せ
ず
、
本
書
を
選
ん
だ
の
は
、
具
体
的
な
文
脈
の
中
で
各
語
の
意
味
・
用
法
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
舒
氏
は
、
ホ
ブ
ソ
ン『
医
学
英
華
字
釈
』と
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト『
英
華
字
典
』
と
の
訳
語
比
較
を
行
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回
、
立
教
大
学
所
蔵
の
『
医
学
英
華
字
釈
』
を
利
用
し
て
、
両
辞
書
に
お
け
る
共
通
訳
語
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
相
当
に
多
く
の
共
通
訳
語
が
見
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
詳
し
く
は
割
愛
す
る
が
、
主
要
な
も
の
を
取
り
出
し
た
表
６
を
参
照
さ
れ
た
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
医
学
英
華
字
釈
』
に
見
ら
れ
る
訳
語
は
、
『
全
体
新
論
』（
一
八
五
一
年
）
以
前
の
英
華
字
典
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト
の
『
英
華
字
典
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
脚
掌
前
後
骨
」
や
「
骨
盤
橫
骨
交
縫
」
な
ど
の
語
句
の
よ
う
な
訳
語
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
は
ホ
ブ
ソ
ン
の
『
医
学
英
華
字
釈
』
か
ら
積
極
的
に
訳
語
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ホ
ブ
ソ
ン
の
用
語
「
眼
球
」
が
『
解
体
新
書
』
な
ど
の
日
本
医
学
書
か
ら
の
直
接
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
― 284 ―
い
が
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
『
英
華
字
典
』
に
お
け
る
「
眼
球
」
は
、
日
本
か
ら
の
影
響
よ
り
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
用
語
の
踏
襲
の
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
5.2
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
以
降
の
英
華
字
典
に
お
け
る
「
眼
球
」
次
に
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
『
英
華
字
典
』
以
降
の
用
例
に
つ
い
て
掲
げ
て
お
く
。
⑭
『
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
英
華
字
典
』（J.D
oolittle
）
一
八
七
二
年
Eye-ball
１

眼
睛
、
眼
球
２
dropsy
ofthe
Eye-ball
眼
球
水
脹
３
diseasesofthe
Eye-ball
眼
球
之
病
４
abscessofthe
Eye-ball
眼
球
生
膿
瘡
⑮
『
英
華
和
訳
大
字
典
』（
津
田
仙
、
柳
沢
信
大
、
大
井
鎌
吉
合
訳
、
中
村
正
直
校
正
）
一
八
七
九
年
⑯
『
訂
増
英
華
字
典
』（
羅
布
存
徳
原
著
、
井
上
哲
次
郎
訂
増
）
一
八
八
三
〜
一
八
八
四
年
１
A
pple
the
apple
ofthe
eye,the
pupil
眸
子
、
眼
球
２
Ball
the
eye
ball
眼
球
、
眼
眶
３
O
rb
the
orb
ofthe
eye
眼
球
⑰
『
顏
惠
慶
英
華
大
辞
典
』
一
九
〇
八
年
Eye-ball
T
he
globe
orapple
ofthe
eye
眼
珠
、
眼
球
⑱
『
衛
礼
賢
徳
英
華
文
科
学
字
典
』
一
九
一
一
年
A
ugapfel
eye-ball
眼
球
⑲
『
商
務
書
館
英
華
新
字
典
』
一
九
一
三
年
Eye-ball
眼
球
、
眼
珠
⑳
『
赫
美
玲
官
話
』
一
九
一
六
年
１
Ballofthe
eye
眼
球
２
Globe
ofthe
eye
眼
球
⑱
か
ら
⑳
の
よ
う
に
、
中
国
側
の
『
顏
惠
慶
英
華
大
辞
典
』
以
降
の
辞
書
に
は
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
に
見
ら
れ
る
「the
apple
ofthe
eye：
眼
球
」
の
よ
う
な
当
て
方
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
雙
解
― 285 ―
英
和
大
辞
典
』
島
田
豊
纂
訳
（
一
八
九
二
年
）、『
井
上
英
和
大
辞
典
』（
井
上
十
吉
一
九
一
九
年
）
に
も
、
そ
の
よ
う
な
当
て
方
が
見
え
ず
、「
眼
球
」
は
近
代
医
学
体
系
の
進
歩
に
伴
っ
て
「Eyeball
」
の
訳
語
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
６
終
わ
り
に
本
稿
で
は
、『
袖
珍
辞
書
』
に
見
ら
れ
る
「A
pple：
眼
球
」
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
訳
出
さ
れ
た
の
か
、
及
び
各
系
辞
書
に
ど
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
た
の
か
、
可
能
な
限
り
厳
密
に
調
査
を
行
っ
た
。
特
に
、
訳
語
の
継
承
関
係
を
検
証
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
書
物
か
ら
用
語
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
稿
の
冒
頭
で
設
定
し
た
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
が
『
袖
珍
辞
書
』
に
見
ら
れ
る
訳
語
「
眼
球
」
を
参
照
し
な
く
て
も
、
ほ
か
の
ル
ー
ト
を
経
由
し
て
、
彼
の
『
英
華
字
典
』
に
記
述
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。「
雪
崩
」、「
昼
夜
平
分
線
」、「
海
峡
」、「
半
島
」、
「
理
学
」、「
酸
素
」、「
軟
膏
」
な
ど
の
日
本
の
辞
書
を
参
看
し
た
可
能
性
の
あ
る
語
が
あ
る
一
方
で
、
今
回
取
り
上
げ
た
「
眼
球
」
は
そ
の
可
能
性
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
注
（
１
）
『
全
体
新
論
』
と
『
解
体
新
書
』（
重
訂
版
を
含
む
）
と
の
語
彙
に
つ
い
て
―
―
日
本
の
洋
学
か
ら
中
国
へ
の
影
響
の
可
能
性（
或
問
関
西
大
学
）
（
２
）
（
西
洋
）
繆
布
涅
爾Ludw
igBuchner
﹇
著
﹈
江
馬
聖
欽
正
人
訳
（
３
）
『
重
訂
解
体
新
書
』
は
、
一
八
二
六
年
に
、
杉
田
玄
白
ら
が
訳
し
た
解
剖
学
書
『
解
体
新
書
』
を
大
槻
玄
沢
に
よ
っ
て
訳
し
直
さ
れ
た
書
で
あ
る
。
（
４
）
南
小
柿
寧
一
は
、
桂
川
甫
周
に
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
ん
だ
藩
医
で
あ
る
。
彼
が
絵
図
に
秀
で
、
杉
田
玄
白
の
高
弟
で
あ
る
大
槻
玄
沢
の
『
重
訂
解
体
新
書
』
の
附
図
制
作
も
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
。
（
５
）
杉
田
玄
白
の
息
子
で
あ
る
杉
田
立
卿
が
、
一
八
一
五
年
に
、Plenck
の
眼
科
書
を
底
本
と
し
て
、
訳
し
た
も
の
で
、
日
本
で
最
初
の
眼
科
書
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
（
６
）
一
七
九
九
年
に
、
小
石
元
俊
が
指
導
の
も
と
で
、
施
薬
院
三
雲
勧
善
と
山
脇
東
海
を
主
宰
と
し
て
、
一
七
九
八
年
に
行
わ
れ
た
解
剖
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
７
）
東
京
大
学
医
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
史
料
室
所
蔵
（
８
）
『
明
治
の
こ
と
ば
辞
典
』、『
大
漢
和
辞
典
』（
修
訂
版
）、
『
幕
末
・
明
治
初
期
に
生
き
る
漢
語
辞
典
』
北
大
語
料
庫：
http://ccl.pku.edu.cn
語
料
庫
在
線：
http://w
w
w
.cncorpus.org/login.aspx
台
湾
中
央
研
究
院
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
９
）
清
の
乾
隆
帝
の
命
令
を
受
け
て
、
呉
謙
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
一
七
四
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
中
国
の
伝
統
医
学
全
書
で
あ
る
。
巻
。
歴
代
諸
家
の
説
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
刊
行
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
中
国
の
臨
床
医
学
に
最
も
重
要
な
医
学
書
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。
（
１０
）
西
洋
医
学
史
古
典
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
１１
）
前
野
良
沢
自
ら
は
、
そ
の
翻
訳
の
不
備
を
よ
く
解
っ
て
お
り
、（
と
は
い
え
、
当
時
の
日
本
の
語
学
水
準
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
翻
訳
は
奇
跡
に
近
― 286 ―
い
完
成
度
を
誇
っ
て
い
た
）
こ
れ
を
恥
と
し
て
許
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
１２
）
杉
田
玄
白
ら
は
、
一
七
七
三
年
に
、『
解
体
新
書
』
の
出
版
計
画
を
立
て
て
い
た
が
、
西
洋
語
か
ら
の
翻
訳
と
い
う
前
例
が
な
い
書
物
で
あ
っ
た
た
め
、
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
『
解
体
新
書
』
の
一
部
を
抜
き
出
し
た
『
解
体
約
図
』
を
発
行
し
、
一
般
の
理
解
を
得
よ
う
と
し
た
。
（
１３
）
『
ハ
ル
マ
和
解
』（
波
留
麻
和
解
）
は
、
一
七
九
六
年
に
、
蘭
学
者
の
稲
村
三
伯
、
宇
田
川
玄
随
、
岡
田
甫
説
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
日
本
最
初
の
蘭
和
辞
典
で
あ
る
。
（
１４
）
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
（D
oeff-H
alm
a
D
ictionary
、
道
訳
法
児
馬
、
ヅ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
ま
た
は
ズ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
と
も
表
記
さ
れ
る
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
蘭
和
辞
典
で
あ
る
。
通
称
『
長
崎
ハ
ル
マ
』。
『
ハ
ル
マ
和
解
』（
江
戸
ハ
ル
マ
）
と
同
じ
く
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ハ
ル
マ
（François
H
alm
a
）
の
一
五
『
蘭
仏
辞
書
』
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
約
五
万
語
を
収
録
し
た
。
（
１５
）
開
拓
使
『
英
和
対
訳
辞
書
』（
明
治
五
年
）、『
広
益
英
倭
字
典
』（
明
治
七
年
）
は
、『
袖
珍
辞
書
』
初
版
と
同
じ
。
（
１６
）
美
華
書
館
（T
he
A
m
erican
Presbyterian
M
ission
Press
）
は
ア
メ
リ
カ
長
老
会
が
中
国
に
設
立
し
た
。
一
八
四
四
年
、
ア
メ
リ
カ
長
老
会
は
中
国
へ
の
布
教
に
あ
た
っ
て
マ
カ
オ
に
花
華
聖
経
書
房
（T
he
Chinese
and
A
m
erican
H
oly
Classic
Book
Establishm
ent
）
を
設
立
し
た
。
一
八
五
四
年
、
花
華
聖
経
書
房
は
浙
江
省
寧
波
に
移
転
し
た
。
一
八
五
八
年
、
ア
メ
リ
カ
長
老
会
は
印
刷
技
術
に
詳
し
い
宣
教
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（
姜
別
利
）
を
派
遣
し
て
、
花
華
聖
経
書
房
を
担
当
さ
せ
た
。
花
華
聖
経
書
房
は
美
華
書
館
と
改
名
し
、
一
八
六
〇
年
一
二
月
に
寧
波
か
ら
上
海
小
東
門
に
移
転
し
た
。
さ
ら
に
一
八
七
四
年
に
は
小
東
門
か
ら
北
京
路
に
移
転
し
た
。
本
稿
で
触
れ
た
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
第
三
版
と
第
四
版
通
称
「
薩
摩
辞
書
」
は
、『
和
英
語
林
集
成
』
と
同
じ
で
、
美
華
書
館
で
刊
行
さ
れ
た
。
﹇
参
考
文
献
﹈
沈
国
威
（
二
〇
〇
〇
）「『
泰
西
人
身
説
概
』
か
ら
『
全
体
新
論
』
ま
で
―
―
西
洋
医
学
用
語
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
二
一
号
）
松
本
秀
士
・
坂
井
建
雄
（
二
〇
〇
九
）『
全
体
新
論
』
に
掲
載
さ
れ
る
解
剖
図
の
出
典
に
つ
い
て
（
日
本
医
史
学
会
）
陳
力
衛
（
二
〇
一
二
）
日
中
の
比
較
語
史
研
究
『
近
代
語
コ
ー
パ
ス
設
計
の
た
め
の
文
献
言
語
研
究
成
果
報
告
書
』（
国
立
国
語
研
究
所
共
同
研
究
報
告
）
許
春
艶
（
二
〇
一
六
）「
日
本
に
お
け
る
『
全
体
新
論
』
医
学
用
語
の
受
容
」（
研
究
論
集
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
）
肖
江
楽
（
二
〇
一
七
）『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
と
再
版
と
の
比
較
を
め
ぐ
っ
て
―
Ａ
か
ら
Ｌ
ま
で
を
中
心
に
（
延
世
大
学
校
言
語
情
報
研
究
院
漢
字
文
化
圏
近
代
語
研
究
会
口
頭
発
表
レ
ジ
ュ
メ
）
肖
江
楽
（
二
〇
一
七
）『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
お
け
る
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
字
典
』
の
利
用
（
立
教
大
学
日
本
文
学
一
一
八
号
）
（
し
ょ
う
こ
う
ら
く
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
生
）
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